インターネット依存症の自覚と偏見　
Consciousness and Prejudice of Internet Dependence
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＜和文抄録＞
近年の急速なインターネットの普及により，私たちの生活はより豊かなものとなっている．しかし，それによる問題も多くあり，「インターネット依存症」もその1つである．最近はネット依存という言葉がより一般化し，この依存者に対する考え方も様々ある．そこでアンケート調査を実施し，依存者自身に自分がインターネットに依存しているという自覚はどの程度あるのか，依存者は周りからどのように思われているのかということについて調べた．すると，彼らには自覚が少なからずあり，依存者はあまり悪く思われていないということが分かった．また，依存者は会話や電話などの直接的なコミュニケーションをあまり敬遠してはいないということも分かった．インターネット依存者に対する見方や，依存者自身の考え方も変化してきている．「インターネット依存症」ということについて，もう一度考える必要がある．
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1． はじめに
　インターネットの急速な普及に伴い，情報社会での様々な問題が浮き彫りとなってきている．その中で「インターネット依存症」について取り上げていきたいと思う．それにあたってまずは「インターネット依存症」の定義について確認していきたいと思う．インターネット依存症は「ネット依存症」とも略され，インターネットの利用をやめられないと感じること，異常なほどにインターネットを使用することなど，精神的にインターネットに依存している状態のことである[1]．依存度はインターネットを使用する時間が長いだけというものから，インターネットがなければ生きていくことができないというほど重度なものまで，様々である．ひどくなるとうつ状態に陥ってしまうほど，深刻な問題である．
　インターネットをしていないと不安な気持ちに駆られる，落ち着かない，ストレスが溜まるなどの症状が現れる人も多い．また，特に調べることや見る目的もないにもかかわらずインターネットを閲覧することや，携帯電話やパソコンにメールが届いていないか何度も確認してしまうなど，とにかくインターネットをしていないと不安な気持ちになるのである．ネット依存症に陥るプロセスは様々あるが，主なものとして現実世界での人間関係に不満が生じ，相談する相手もいないために引きこもってネットに依存するというものがある．また，これには自覚症状がないことが多いと言われている．本人がインターネットに依存しているなどとは気づいておらず，それに加えて周りの人間も気づいていないことがある．
　文献を調べてみた結果，インターネット依存がどのような弊害をもたらすかということについては分かったが，ネット依存者の自覚についてのことや，依存者のことを周りの人間はどのように思っているのかということは分からなかった．また，インターネット依存がコミュニケーション能力の低下をもたらす[2]という記述はあったものの，データを示して明らかにしているものはなかった．そこで私は不特定多数の人にアンケートを取り，インターネット依存者に対する見方や，依存者の自覚などを主に調べることにした．
2． 研究の目的 

　今回はアンケート調査を行い，まずはインターネット依存者であるかそうでないかを簡易な質問で判断する．そこからネット依存者とそうでない人で，ネット依存への自覚や「ネット依存者」という見方，そして他人とのコミュニケーションの取り方などがどのように異なっているかを把握することを目的としている．アンケートによって得られた情報をもとにインターネット依存者の実態，そして依存者に対する見方などを把握し，今後「インターネット依存症」ということをどのように捉えていくか，そしてそれにどのように対処していくかを導き出すことが目的である．
3． 研究の方法

（1） 被調査者

1次調査：山形大学学生14名
2次調査：不特定多数11名
（2） 調査期間

1次調査：平成23年7月1日～7月8日
2次調査：平成23年7月18日～7月25日
（3） 手続き

　調査として，まず初めに回答者がネット依存者であるかそうでないかを判断するために，以下の5つの質問の回答を1～6のスケールで集めた．（1が「全くない」，6が「よくある」）
· インターネットをしていたために，仕事や学業，人との約束がおろそかになることがありますか？
· インターネットをしていて，夜更かしをすることはありますか？
· 思っていたよりも長くインターネットをしてしまうことはありますか？
· 普段の生活中に，インターネットのことを考えてぼんやりすることがありますか？

· インターネットができない時，イライラすることがありますか？

　以上5つの質問で，回答した番号の数字の合計が20以上となった人をネット依存者と見なし，ネット依存者には以下の項目に回答してもらった．

· あなたの1日のインターネットの平均利用時間を教えてください（携帯電話などでのサイト閲覧も含む）

· 会話や電話などの直接的なコミュニケーションより，メールや手紙などの間接的なコミュニケーションのほうが楽ですか？（はい／いいえ）

· インターネットの使用によって，自分に主にどのような弊害が生じていると思いますか？（健康／勉強／人間関係／その他）

· 自分はインターネットを使いすぎていると思いますか？（はい／いいえ）

　回答した番号の数字の合計が19以下の人はネット依存者ではないと見なし，以下の項目に回答してもらった．

· あなたの1日のインターネットの平均利用時間を教えてください（携帯電話などでのサイト閲覧も含む）

· 会話や電話などの直接的なコミュニケーションより，メールや手紙などの間接的なコミュニケーションのほうが楽ですか？（はい／いいえ）

· インターネットに依存している人をどう思いますか？（別にいいと思う／ダメな人だと思う）

· インターネットに依存している人の主なイメージを教えてください（暗い／引きこもり／すぐにキレる／その他）
　しかし，この調査ではネット依存者とそうでない人で質問の内容を変更してしまったため，十分な比較をすることができなかった．そこで，2次調査として被調査者や質問の形式，内容を変更して改めて比較検討ができるようにアンケートを行った．
　初めの5つの質問でネット依存であるかそうでないかを判断した後，その両者に以下のような質問を1～6のスケールで回答してもらった．（1が「全くそう思わない」，6が「とてもそう思う」）

· 会話や電話などの直接的なコミュニケーションより，メールや手紙などの間接的なコミュニケーションのほうが楽ですか？

· 自分はインターネットを使いすぎていると思いますか？

· インターネットに依存していることは良くないことだと思いますか？

　そしてその他に以下の質問を行った．

· インターネットの使用によって，自分に主にどのような弊害が生じていると思いますか？（健康／勉強／人間関係／特にない／その他）

· インターネットに依存している人の主なイメージを教えてください（暗い／引きこもり／すぐにキレる／その他）

　また，1次調査は「情報社会の学び力」の授業内で，2次調査はSNSでアンケートを公開し，回答してもらった．

4． 結果
（1） 1次調査

まず，1次調査について，ネット依存者かそうでないかの調査を行った結果，14人中6人がネット依存者，残り8人がそうでない人に分類された．これをもとに結果を検証していく．

ネット依存者とそうでない人でコミュニケーションにおいて直接的なものと間接的なもののどちらを好むかを比較した．結果は図1のようになった．
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図1：直接的なコミュニケーションより
間接的なコミュニケーションのほうが楽か？

　ネット依存ではない人より，ネット依存者のほうが間接的なコミュニケーションのほうが楽だという割合が多かった．つまり，依存者のほうが直接的なコミュニケーションを嫌っているということが分かった．
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図2：1日の平均インターネット利用時間

　図2は，ネット依存者とそうでない人での1日の平均インターネット利用時間の比較である．平均を取ると，ネット依存者は4.5時間，そうでない人は2.5時間という結果になった．利用時間が1～2時間の人でもネット依存と定義されている人もいれば，5～6時間利用していてもネット依存者でないと定義されている人もいる．これは単に自覚の問題もあるかもしれないが，少ない利用時間でも精神的にインターネットに依存している人がいるということが言える．
1 ネット依存者について

1次調査ではここからネット依存者とそうでない人で質問を分けた．まずはネット依存者について見ていく．
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図3：インターネットの使用によって

自分に主にどのような弊害が生じているか
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図4：自分はインターネットを使いすぎていると思うか
　図3はネット依存者がインターネットの使用によって自分にどのような弊害が生じているか，図4はネット依存者がインターネットを使いすぎているという自覚を持っているかを調べた結果である．

図3を見ると，勉強に支障が出るという回答が最も多かった．1次調査の調査対象は大学生であるため，このような結果になったと思われる．また人間関係に支障が出ているという人は少なかった．

図4を見ると，3分の2の人が自分はインターネットを使いすぎているという自覚を持っていた．ネット依存症は自覚症状がないことも問題視されていたが，この結果を見ると自覚がある人が意外にも多いことが分かった．

2 ネット依存者ではない人について

次にネット依存者ではない人について見ていく．
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図5：ネット依存者の主なイメージ
[image: image7.png](ON]

Bl EES

HATAFZERS





図6：ネット依存者をどう思うか

　図5はネット依存でない人から見たネット依存者の主なイメージ，図6はネット依存でない人がネット依存者のことをどのように思っているかを調べた結果である．
　図5を見ると，大体一貫したイメージがあると考えられる．「その他」として挙げられたのは，「認めてくれる人が近くにいない」，「友達が少なそう」，「一見普通の人だがネットが異常に好き」，「周りに『認めてくれる人』がいない人」といった回答である．周りに自分を認めてくれる人がいないためにネット依存に陥ってしまうというプロセスが認知されているということが分かった．
　図6を見ると，半数以上の人がネット依存者を許容していることが分かる．インターネットが身近な大学生からすると，ネット依存ということにあまり抵抗はないのかもしれない．

（2） 2次調査

　1次調査ではネット依存者とそうでない人とで比較検証ができなかったので，2次調査によって明らかにしていく．2次調査ではアンケートに回答した11人中4人がネット依存者，残り7人がそうではない人に分類された．
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図7：1日の平均インターネット利用時間
　1日の平均インターネット利用時間の質問は1次調査でも行ったが，2次調査ではまた違った結果が得られた．平均を取ると，ネット依存者が3.0時間，ネット依存ではない人が2.3時間という結果になった．ネット依存者とそうでない人での利用時間の差があまり見られなくなった．
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図8：直接的なコミュニケーションより

間接的なコミュニケーションのほうが楽か

（1～3が「思わない」，4～6が「思う」）
　図8は1次調査では「はい」か「いいえ」で答えてもらったものを，スケールでより詳しい回答を聞いた結果である．数字の平均はネット依存者が2.25，ネット依存ではない人が3.0と，意外にもネット依存者のほうが直接的なコミュニケーションを好んでいた．ネット依存者は直接的なコミュニケーションを嫌うという先入観を捨て，ネット依存者に対する見方を改めて考え直さなければならない．
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図9：自分はインターネットを使いすぎていると思うか
（1～3が「思わない」，4～6が「思う」）
　図9の質問では，インターネット依存の自覚を調査した．これもスケールにして詳しく調査した結果，より顕著な傾向が見られた．数字の平均はネット依存者が5.25，そうでない人が2.71となった．ネット依存者は自分がインターネットを使いすぎているという自覚を，ほとんどの人が持っているということが分かった．
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図10：インターネットに依存していることは

良くないことだと思うか

（1～2が「あまり思わない」，3～4が「まあそう思う」，5～6が「よくそう思う」）

　図10の質問はネット依存に対する周囲の人の見方を調べたものである．数字の平均はネット依存者が3.75，そうでない人が2.86であった．ネット依存者のほうがインターネットに依存することを良くないことだと思っていることが分かる．つまり，先ほども述べたように依存者には自覚が少なからずあるものであると考えることができる．
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図11：インターネットの使用によって

自分にどのような弊害が生じているか
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図12：ネット依存者の主なイメージ
　図11を見ると，ネット依存者でない人は多くの人が自分に弊害は特に生じていないと回答していた．また，ネット依存者はほとんどが勉強に支障が出ていると回答した．
　図12を見ると，ネット依存者とそうでない人とで違いは特に見られなかった．「その他」としては，「自己管理ができない」というものが挙げられていた．
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図13：インターネットの過剰使用の自覚と

実際の使用時間
（1～3が「思わない」，4～6が「思う」）
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図14：直接的なコミュニケーションより間接的なものの方が

楽かどうかと、インターネットの使用時間

（1～3が「思わない」，4～6が「思う」）
図13，14は1日のインターネットの平均使用時間と，インターネットの過剰使用の自覚とコミュニケーションのあり方を比べてみたものである．図13より，インターネットの使用時間が少ない人の方が自分は使いすぎているという自覚があるということが分かる．また，被調査者が少ないために，図14からは使用時間の違いであまり大きな差は見られなかった．
5． 考察

　はじめ，ネット依存者は直接的なコミュニケーションよりは間接的なコミュニケーションを好み，自分がインターネットに依存しているという自覚がないものだと考えていた．そして，周りから良く思われていないと考えていた．しかし，二度の調査によってその考えが間違っているということが分かった．
インターネットの使用時間を見てみると，ネット依存者とそうでない人で時間はそこまで大きな差はないということが分かる．単にインターネットを利用する時間が多い人をネット依存症と定義するのではなく，インターネットに精神的に依存した状態をネット依存症であると定義すると，使用時間が少なくてもネット依存である人や，逆に使用時間が多くてもネット依存ではない人もいる．これは個人の感覚による違いもあるだろうが，閲覧するサイトや利用する目的などによって差が出るのではないかと考える．
図8を見るとネット依存者には直接的なコミュニケーションを好む者も多くいるということが分かる．ネット依存者とそうでない人とでは，コミュニケーションにおいて特に違いはないものと考えられる．つまり，インターネットに依存することは，最近問題となっているコミュニケーション能力の低下には関係ないのである．コミュニケーション能力はインターネットによってではなく，何か別の要因によって低下していると考えられる．
そして図4，図9より，ネット依存者は自分がインターネットに依存しているという自覚を持っている人が非常に多いと考えられる．自覚があるにも関わらずやめられないということは，何か別の要因があってやめることができないでいるのだと考えることができる．
そこで，図5，図12より，ネット依存者のイメージは「暗い」や「引きこもり」など良い印象はあまりないが，図6，図10より，ネット依存者を悪く思う人はあまりいないということを考える．ネット依存者に対する偏見はもはやあまりなくなっている．このことが，ネット依存者がなかなかインターネットをやめられない要因の一つになっているのではないだろうか．周りの人間がネット依存者のことを悪く思わないから，ネット依存者は特に悪意もなくインターネットに没頭するのではないかと考える．また，メールのチェックやSNSなどでのコミュニケーションなど，要因はたくさん考えられる．しかし，図3，図11より，人間関係に問題が生じている人はほとんどいないということから，SNSなどでのコミュニケーションはうまく取れていることが分かる．SNSは情報社会の社会体験にもなるため，使用時間を考えて適切に利用することが望ましい[3]．

インターネット依存症は今やほとんどの人が知っていることであるゆえに，あまりにも身近なものになりすぎて偏見といったものがなくなってきている．このままではインターネット依存に対する危機感がなくなってきてしまうと考えられる．
6． 今後の課題

　ネット依存者は自覚もあり，コミュニケーションも直接的なものを好んでいるが，現実世界での生活に影響が出ていることは事実である．そして実際にひどい症状が出ている事例もあることから，この問題はやはり解決していかなければならない．インターネット依存症に対する危機感がなくなってしまうかもしれないからである．今回の研究で，ネット依存者はインターネットを使いすぎているという自覚を持っており，なおかつネット依存者に対する偏見はあまりないということが分かった．この結果をもとに，今後ネット依存者へどのように対処していくかを考えていく必要がある．そしてネット依存者の実態をさらに深く追及していくことも必要である．また，今回の研究では被調査者が少なかったために，重度のネット依存者などにアンケートを取ることができなかった．そしてこの結果が全てであるとは言えない部分もある．今後はさらに調査対象を広げ，一般社会人や高校生，中学生，小学生にアンケートを行ってみるのも良いだろう．多くの人の意見を聞いてそれを比較して検証することによって，深刻な問題である「インターネット依存症」への対応策を模索することができるだろう．
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